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阿里山の黄道光（1）
1本　田　實
　阿里山上に於て南の國の黄道光をみるべく，11濠槻測の時期をめざしq“
本先生の命を受けて神戸を船出したのは，内地も未だ残暑きびしい8月31H
だった，大阪商船の蓬莱丸へのって遠v・南の國へ族立つた．12時20分出帆．
美いρ縞の如き瀬戸内海を船はすべって夕方もう高松の沖合を通ってみた．
夜浦月近い美しい月をデッキにながめて，少々センチメンタルになりそうだ
った．翌9月1日6時門司着．12時05分出帆いよいよ寮濁へ向つた．
　玄海灘もおだやかで知らない間に過ぎて，夜20時鷲は，束維128。52’，北緯
33。18’の所を進んでみた．
　明くれば9月211　A．　Hは一r1中何もみえない．見えるのは時々とぶ飛魚と果
しなくつ蝦大海原，．IE　tr一の船の位置．東＄ge　125　e49’，北緯30。11’寮は午後よ
り少し曇りはじめ，夕方から少し時化はじめた．船は左右へぐらぐらとゆれ
る．始めての船族の私にはかなり苦しかった．
　9月3日船は
咋夕からの麗
風をさけて，
ぐっと大廻り
をしたらし
い．でその時
聞を取り返す
べく非常な速
力で走ってみ
る．
　アジンコ1　　　　　　　阿里山の街の全景
ト島が見えたのは10時頃だつた．その頃私は時計をくるくると廻して1時間
違ふ西部標準時に合せた．いつも使ひなれてるる中標に別れる氣持は一寸憂
天界188　　　　　　　　附里山の黄道光　　　　　　　　　　5’9
だった。13時基隆岸壁着．上陸花山病中出張所の松本氏に彰化野の旧聞を打
電して，14時…40分車中の人となる・藁濁は未だ非常に暑v・．21時彰化着．松
本氏に迎へられ直に壷中へ引き返す．
　聞けば松本氏は，劇中高女より，彰化高女へ御榮榑になり明日がその御赴
任だそうだ・で嘉中のお家はお引越で非常にお忙しく實際恐縮した．
　9月4日．松本氏の御赴任に先立って9時豪中獲，膠化へ至り，夕方まで彰
化温泉汰工）にて時間を消し，夕方松本氏に迎へられ，新しv・松本氏のお家
へ行く．
　9月5M．松本氏に途られて，彰化の騨へゆく．午前3時頃だ．3時35分車中
の人となる・5時36分嘉義騨着．外の雨の音をきNながら，7時50分獲¢）阿卑
山行きの列車の導車をまつ．7時50分獲小さなマッチ箱のやうな客車の入と
なり，阿里山へ向ふ・途申外ははげしい雨となり，且つ濃霧がかNり景色は
みることが出挙なかった．おびたY’しいトンネルをく9’つて14時35分阿里山
騨着．捗東高山観測所主任に迎へられて親測所へ登る．観測所は，村より約
200米高い万万山と云ふ山の上にありペンキの色も美しv・箱のやうな建物だ．
観測所の一一室を拝借してやっと落付く．
　阿里山は流石に高山（海抜2400米）ブルブルと身ぶるいするほど寒く．，且つ
天は珍客をもてなす爲か霜さヘパラパラと降った．
　阿里山の天候を槻測所で聞くと，阿里山の天候は非常にはつきりしてみて，
10時頃まではたいてい良く晴れてみるが，その頃より曇りはじめ，12時頃か
ら濃霧が獲生し，13時頃から雨となり，21時頃まで績き，22時頃から又晴れ
て潤るのだそうだ．後で滞在中の天候を考へると實際その通りだった．1H
中快晴と云ふHは絶唱になく，必ずIE午頃には濃霧が獲生して三崎の大木の
梢を渡り，杉と檜の植林の間をぬけて．ヒへ上へと上昇してみた．
　西プぐはこの通り天候が悪い．東天には今月がみる．結局襯測が出御そうに
なかったが，9月9日夕，西天の黄道光を雲の闇にみた．始めてみる阿果山の
黄道光1　流石t，c南國明るい“1．0×C”の明るさをもってみた．
　西天としては月が明るくなるまでに結局4fEJ取った．たいてい“1．0×C”
の明るさであった．
6U 阿里山の黄道光 二三1祀
13日の曉天より月が東天になくなったので，曉天の槻測をはじめた・
日面観測の時間には，藁湾では時間が早すぎる．はるかに東天新高山の上
露，
　　　　　　　阿里lll親洲1所附近の景
いやうな氣がした．之だったら内地の方が見やすく且つ明るいと思ふ位の
く1．OxA位だった．
其後二二の観測は1h45n一L）1’15’nに三二し，スケッチは2時の約束の時闇
に取り，それから2h45tnL3ii15niで三時に3h45“一4h30mで4時と4時15分頃
か20分頃tC取った．（表完）
にやうやく頭
部を出すか出
さないかと云
お、頃～ご．　Lカ・
たなく光帯の
み親測する・
南國の光帯に
封ずる期待が
あまりに大き
かったがため
カ㍉　守りに7炎
ブラジルよIJ
　謹啓時ド愈k御清祥の段奉大賀候陳者所員大rヒ文秀儀Ili成慶二氏御寒雲の御媒酌に
てノロエステ饗更線グワラ・ッペス大塚三次郎氏次女海子氏と豫て婚約中の腱本圓大塚
淺次郎氏宅にて結婚式禦行仕り候
　就ては今後一贋の御引立と御鞭健を賜はり度御願ひlll　l＝候
　　疸而アリアンサ移住地に於て御披露巾1＝ぐ可き筈のところ本年は當地に於て不躰績
　　獲し謹愼中にて本人の希潮により御遠慮申上候
右御通知申上凶相詫
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